
空 間 放 射 線 量 率 の 測 定 継 続 は 今 後 も 必 要 か  
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 東 日 本 大 震 災 に よ る 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所

の 事 故 を 受 け 、 わ が 町 で は 、 平 成 ２ ３ 年 ６ 月

２ ９ 日 か ら 空 間 放 射 線 量 率 の 測 定 を 開 始 し 、

事 故 か ら １ ４ 年 を 経 過 し た 現 在 も 継 続 さ れ て

い る 。 測 定 開 始 当 初 の デ ー タ か ら 大 き な 変 動

は な く 、 周 辺 自 治 体 の 数 値 と 比 較 し て も 、 同

等 の 数 値 を 示 し て い る 。 測 定 値 に 大 き な 変 動

が 見 ら れ な い 中 で 、 職 員 の 負 担 軽 減 の 観 点 か

ら も 、 今 後 も こ の 測 定 を 継 続 す る の か 、 ま た

見 直 し の 考 え が あ る か 、 見 解 を 伺 う 。  


